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シビアアクシデント時の事象解明に資することを目的として、炉内溶

融物移行挙動等を評価するための多相流解析手法を開発している。本報

では、検証データを得ることを目的として行った実験について報告する。

実験では炉心下部の一部を模擬した装置を製作し,流路内部の挙動を調

べ、表面波速度を計測した。 
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1. 緒言 

シビアアクシデント時の事象解明を目的として、炉内溶融物移行挙

動等を評価する多相流解析手法（JUPITER）を開発している[1][2]。本

報では、解析手法の信頼性向上のための検証データ取得を目的として炉

心下部構造を模擬した装置を用い流下液膜挙動を計測し、数値計算結果

との比較、検討を行なった。 

2. 実験 

本研究では、制御棒の溶融挙動に注目し、制御棒が溶融した際に流下すると考えられる、燃料集合体と

制御棒間の狭隘流路や燃料支持機構、制御棒速度リミッタ等をモデル化して実験装置を製作し、可視化計

測を行った。また、可視化実験で高温溶融物を用いるのは困難であるため、本実験では常温の水を作動流

体とし、PIV や LIF で取得した画像を処理することによって流速や表面波速度を計測した。 

3. 結果 

図２は液膜中央（壁面から 3mm）の流速、液膜

厚さから求めた断面平均流速、断面画像より求め

た表面波速度、断面平均流速の解析値を示す。狭

隘流路下端から液膜は 2.5m/s 程度で流下し始め、

そこから拡大部をなだらかに加速して流下するこ

とが分かる。また、傾斜部から下端にかけては一

定の流速で流下することが実験結果に現れたが傾

斜部での傾向は解析と異なっている。拡大部での

表面波速度は解析、実験それぞれの液膜厚さ方向

中央の流速に比べてやや小さい値が得られた。 

4. 結言 

 狭隘流路の拡大部及び傾斜部において、拡大部

では液膜流速が増加し、傾斜部では一定の値を示

した。また数値計算結果との比較より、傾斜部で

特に異なる結果が得られた。これは出口条件が適

切に計算できていないこと、気液界面の挙動が詳細に再現されていないことが考えられる。また、画像処

理により表面波速度を計測した結果、中央流速よりやや低い値が得られた。今後はより詳細な液膜流速、

表面波速度、厚さの計測を行い、3 次元的な分布を調べる予定である。 
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図 1 流速計測部 

図 2 液膜流速 
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